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教材開発サポートステーションから
教授システム学専攻に物申す

～ともに歩んだ３年間、そしてこれから～

• 物申す １ ： 自転車操業
– GSISはデッドライン（締切・納期）というものに対して無敵の強さを誇る

– それは教員も学生にも言えること
– 自転車操業は出来上がったコンテンツのクオリティに悪影響を及ぼす

• 物申す ２ ： elssスタッフとは？
– 非常勤職員であって、教員ではない
– We are Developer.   We are not Designer & Operator.（資料）

– コンテンツ開発以外の業務は負担になってきている

• 物申す ３ ： 教授システム学専攻とは？
– ｅラーニングの専門家を養成する大学院だが、ｅラーニング大学院では・・・？？？
– 遠隔地でも学習可能な大学院→一般学生と同じ立場
– 「いつでも学習できる」が「いつかは学習する」にならないように

• 物申す ４ ： コミュニケーションとってます？
– 遠くの先生（非常勤講師）は遠い、近くの先生（専任・兼任教員）はもっと遠い
– 連絡取れない、レスポンス遅い、情報が来ない→コンテンツ開発に遅れが
– GSISとelss(IeLD)が両輪を成してこそ円滑な専攻運営ができるのでは
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第１３話
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ここデザイナ

ここデベロッパ

デザインの指示



４年目もよろしくお願いします。
m(_ _;)m
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